




【参考】個別業績の概要

（1）平成28年３月期第２四半期の個別業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

ａ.個別経営成績（累計）

（％表示は対前年同四半期増減率）

ｂ．個別財政状態

（注）上記個別業績は、四半期財務諸表規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象ではありません。

（2）平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

（％表示は、通期は対前期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、様々な要因により予想値と異なる

可能性があります。
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（１）経営成績に関する定性的情報

　　　当第２四半期連結累計会計期間におけるわが国経済は、日銀の金融政策や政府主導の景気浮揚

　　策の効果もあり、企業業績は堅調に推移してきましたが、欧州金融不安に加え、中国や新興国等

　　の景気減速への警戒感等から景気の先行きは不透明な状況となってきました。

　　　建設業界におきましては、受注環境は好転しておりますが、労務費や建設資材価格の上昇によ

　　り、収益環境は厳しい状況が続いております。

　　　このような情勢下、当社グループは、安全と品質確保並びに技術力の向上を重点に事業活動を

　　積極的に進めました結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は38,455百万円（前

　　年同期比 3,726百万円増加）となりました。利益におきましては、営業利益は1,159百万円（前年

　　同期比 805百万円増加）、経常利益は1,296百万円（前年同期比 816百万円増加）、親会社株主に

　　帰属する四半期純利益は874百万円（前年同期比 563百万円増加）となりました。

（２）財政状態に関する定性的情報

　➀資産、負債及び純資産の状況

　　　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形・完成工事未収入金等が3,888百万円、

　　投資有価証券が1,806百万円減少しましたが、現金預金で5,610百万円、未成工事支出金が1,411百

　　万円増加したことなどにより、総額では2,009百万円増加して75,046百万円となりました。

　　　負債の部におきましては、支払手形・工事未払金等が4,987百万円減少しましたが、借入金で

　　5,751百万円、未成工事受入金で1,513百万円増加したことなどにより、2,399百万円増加の41,252

    百万円となりました。

　　　純資産につきましては、利益剰余金で735百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金が

　　1,172百万円減少したことなどにより、390百万円減少の 33,793百万円となりました。この結果、

　　自己資本比率は44.8％、1株当たり純資産は1,332円57銭となりました。　　

　②キャッシュ・フローの状況

      当第２四半期における営業活動によるキャッシュ・フローは274百万円の収入超過となりました。

　  主な要因は、未成工事支出金の増加1,411百万円、仕入債務の減少5,460百万円等の支出要因があ

　　りましたが、税金等調整前四半期純利益1,342百万円、売上債権の回収による完成工事未収入金等

　　の減少3,888百万円、未成工事受入金の増加1,513百万円、その他の負債の増加2,055百万円等の収

　　入要因があったことによるものであります。

　　　投資活動によるキャッシュ・フローは275百万円の支出超過となりました。主な要因は、投資

　　有価証券の売却による収入108百万円等がありましたが、有形固定資産の取得による支出375百万

　　円等があったことによるものであります。

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは5,612百万円の収入超過となりました。主な要因は、借入

　　金の増加5,751百万円、配当金の支払い138百万円等です。

　　　以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末

　　に比べ5,610百万円増加し、7,092百万円となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　今年度通期の売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益の連結業績予

　　想については平成27年11月４日に公表しました通りであります。

　（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　　　　　該当事項はありません。

　（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　　　税金費用の算定方法

　　　　　　税金費用の算定については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

　　　　　当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

　　　　　益に当該見積実効税率を乗じて算定しております。なお、法人税等調整額は、「法人税

　　　　　等」に含めて表示しております。

　（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　     （会計方針の変更）

　　　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結

　　　　　合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平

　　　　　成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」

　　　　　（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を

　　　　　第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

　　　　　分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会

　　　　　計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の

　　　　　期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分

　　　　　額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

　　　　　方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

　　　　　支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第

　　　　　２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

　　　　　諸表の組替えを行っております。

　　　　　　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項(4)、連結会計基準

　　　　　第44-５項(4)及び事業分離等会計基準第57-４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、

　　　　　第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　　　　　　これによる損益に与える影響はありません。

　（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当事項はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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（４）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。
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４．補足情報

　（１）（個別）四半期貸借対照表

（単位　百万円）

資産の部

流動資産

現金預金 1,119 6,574

受取手形 1,665 67

完成工事未収入金 33,346 31,781

販売用不動産 207 200

未成工事支出金 450 1,764

材料貯蔵品 47 44

短期貸付金 665 475

前払費用 61 50

繰延税金資産 731 731

未収入金 1,339 2,523

立替金 1,460 884

その他 70 72

貸倒引当金 △198 △174

流動資産合計 40,965 44,995

固定資産

有形固定資産

建物(純額） 3,625 3,587

構築物(純額） 124 136

機械及び装置(純額） 299 260

車両運搬具(純額） 16 13

工具器具・備品(純額） 457 433

土地 3,933 3,961

リース資産（純額） 0 0

建設仮勘定 2,267 2,401

有形固定資産合計 10,725 10,795

無形固定資産

ソフトウェア 340 291

その他 18 15

無形固定資産合計 359 307

投資その他の資産

投資有価証券 18,880 17,090

関係会社株式 572 572

長期貸付金 48 7

長期前払費用 317 243

その他 429 423

貸倒引当金 △138 △138

投資その他の資産合計 20,109 18,199

固定資産合計 31,194 29,303

資産合計 72,160 74,299

前事業年度 当第２四半期会計期間

（平成27年３月31日） （平成27年９月30日）
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（単位　百万円）

負債の部

流動負債

支払手形 4,423 2,483

工事未払金 16,647 13,653

短期借入金 4,372 10,375

未払金 728 352

未払費用 185 182

未払法人税等 747 497

未成工事受入金 480 1,935

預り金 681 630

完成工事補償引当金 53 55

工事損失引当金 52 20

賞与引当金 1,521 874

役員賞与引当金 39 10

その他 1,172 3,262

流動負債合計 31,106 34,334

固定負債

社債 1,000 1,000

長期借入金 1,650 1,398

繰延税金負債 4,122 3,548

退職給付引当金 593 714

その他 93 126

固定負債合計 7,459 6,786

負債合計 38,566 41,120

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金

資本準備金 1,746 1,746

その他資本剰余金 13 13

資本剰余金合計 1,760 1,760

利益剰余金

利益準備金 398 398

その他利益剰余金

　固定資産圧縮積立金 325 325

　固定資産圧縮特別勘定積立金 337 337

　別途積立金 19,035 21,035

　繰越利益剰余金 2,663 1,412

利益剰余金合計 22,759 23,509

自己株式 △947 △948

株主資本合計 25,166 25,915

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,427 7,262

評価・換算差額等合計 8,427 7,262

純資産合計 33,594 33,178

負債純資産合計 72,160 74,299

前事業年度 当第２四半期会計期間

（平成27年３月31日） （平成27年９月30日）
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（２）（個別）四半期損益計算書
　　【第２四半期累計期間】

（単位　百万円）

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

   （自　平成26年４月１日    （自　平成27年４月１日

　   至　平成26年９月30日） 　   至　平成27年９月30日）

売上高 34,139 37,810

売上原価 31,628 34,640

売上総利益 2,511 3,169

販売費及び一般管理費 2,063 1,987

営業利益 447 1,181

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 105 119

受取地代家賃 37 37

その他 23 11

営業外収益合計 169 170

営業外費用

支払利息 34 30

その他 2 4

営業外費用合計 36 35

経常利益 580 1,316

特別利益

固定資産売却益 1 1

投資有価証券売却益 1 46

特別利益合計 3 47

特別損失

固定資産売却損 0 -

固定資産除却損 2 2

その他 0 4

特別損失合計 2 6

税引前四半期純利益 580 1,357

法人税等 216 469

四半期純利益 364 888

（注）この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示に
　　　おけるレビュー対象ではありません。
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（３）四半期個別受注の概況

（１）個別受注実績

百万円 ％

百万円 ％

（注） ①受注高は、当該四半期までの累計額

②パーセント表示は、前年同四半期比増減率

（参考）受注実績内訳 （単位　百万円）

（２）個別受注予想

百万円 ％

百万円 ％

【個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等】

第２四半期の受注実績については、前年第２四半期に比べ部門別にて土木部門増、建築部門減、

発注者別にて官公庁減、民間増となり、総額で14.9％減の30,427百万円となりました。

通期の受注予想については、平成27年5月11日に発表したものと変更ありません。

※ 上記予想は、発表日現在入手可能な情報に基づき当社が予測したものであり、実際の受注は、

経済情勢等の様々な要因により変動する可能性があります。

△14.9

△52.4

22.5

△14.9

25.1

△44.8

平成27年３月期実績 78,157 △29.0

平成28年３月期第２四半期

平成27年３月期第２四半期

官公庁

土木

建築

通　期

平成28年３月期予想 80,000 2.4

区      分

計

民間

計

4,025

△5,330

21,932

30,427

62.8

37.2

100.0

27.9

72.1

100.0

19,121

11,306

30,427

8,495

比較増減

3,832

△9,163

△5,330

△9,356

受注高

30,427

35,758

△14.9

△34.1

平成27年３月期 平成28年３月期

第２四半期 構成比 第２四半期 構成比

17,906

35,758

50.1

100.0

増減率

15,289

20,469

35,758

17,852

％ ％ ％

42.8

57.2

100.0

49.9
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平成27年11月5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名工建設株式会社

　　　　　　　　　　　　平成２８年３月期 　第２四半期決算発表

１．全体概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円、％)

　　（１）当第2四半期連結累計会計期間（以下、中間期といいます）の受注高は、予想を若干上回り

　　　　31,245百万円(前年同期比14.4％減）となりました。

　　　　これに対し売上高は、期初予想より微減の38,455百万円(前年同期比10.7％増)となりました。

　　（２）利益面では、資材・労務費等のコストアップ懸念の中、選別受注や収益管理の強化並びに

　　　　 経費節減に努めた結果、工事利益率が改善し一般管理費も減少したことから、営業利益は　　　

　　　　 期初予想より大幅に増加して1,159百万円(前年同期比228％増）となりました。

　　（３）営業外収支は、金融収支が改善したこともあり、営業外収支の黒字額は 136百万円となりま

　　　　 した。この結果、経常利益も期初予想より大幅に増加して1,296百万円(前年同期比170.5％

　　　　 増）となりました。

　　（４）特別損益は、有価証券売却益などにより46百万円の黒字となり税金等調整前四半期純利益

　　　　 は 1,342百万円となりました。これに法人税等、非支配株主持分を控除して、親会社株主

　　　　 に帰属する四半期純利益も期初予想より大幅に増加して874百万円(前年同期比181.1％

　　　　 増）となりました。

26/9

実績 期初予想 実績 増減額 増減率 増減額 増減率

受注高 36,514 30,000 31,245 1,245 4.2 △5,269 △14.4

売上高 34,728 39,000 38,455 △544 △1.4 3,726 10.7

営業利益 353 650 1,159 509 78.3 805 228.0

経常利益 479 700 1,296 596 85.1 816 170.5

親会社株主に帰属
する四半期純利益

311 450 874 424 94.2 563 181.1

第75期(27/9) 期初予想との比較 前期比
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２．発注者別の受注・売上状況

　（１）受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

　　　　　（１）当中間期の受注高は、年初計画の300億円に対し、312億円と概ね計画通り推移しました。

　　　　　（２）前期との比較では、土木部門は官公庁の減少を民間の増加で補い  3,832百万円増加し

　　　　　　　 ましたが、建築部門は官民の設備投資の慎重さが目立つ中で繰越工事が多かったことも

　　　　　 　　あり、工事採算重視の受注に努めた結果、9,101百万円の減少となり全体では5,269百万

　　　　　　　 円の減少となりました。

　（２）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

　　　　（１）当中間期の完工高は期初の繰越工事が豊富であったこともあり、部門別、発注者別ともに

　　　　　　　増加し、37億円増加の38,175百万円となりました。

　　　　（２）兼業売上は、販売用不動産売却収入等により前年同期比26百万円増加の280百万円と

　　　　　　 なりました。

　　　　　　

25/9 構成比 26/9 構成比 27/9 構成比 前年比

土木 21,254 60.7 24,240 70.3 25,420 66.6 1,179

建築 13,772 39.3 10,233 29.7 12,755 33.4 2,521

官公庁 7,551 21.6 8,113 23.5 8,422 22.1 308

民間 27,475 78.4 26,361 76.5 29,753 77.9 3,391

計 35,027 100 34,474 100 38,175 100 3,700

593 　　　－ 253 　　　－ 280 　　　－ 26

35,621 　　　－ 34,728 　　　－ 38,455 　　　－ 3,726

発
注
者
別

兼業売上

合計

部
門
別

25/9 構成比 26/9 構成比 27/9 構成比 前年比

土木 39,668 72.1 15,289 41.9 19,121 61.2 3,832

建築 15,333 27.9 21,225 58.1 12,124 38.8 △9,101

官公庁 9,932 18.1 17,916 49.1 8,530 27.3 △9,385

民間 45,069 81.9 18,598 50.9 22,715 72.7 4,116

計 55,001 100 36,514 100 31,245 100 △5,269

部
門
別

発
注
者
別
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３．財政状態

　

　　  （１）総資産は、ＪＰタワー建設に伴う有形固定資産の増加や、株価上昇による投資有価証券

　　　　　の含み益が大幅に増加したことなどにより、前年同期比5,805百万円増加の75,046百万

　　　　　円となりました。　　　　　

　　  （２）有利子負債はＪＰタワー建設の中間金や立替資金の増加による資金需要がありましたが、

　　　　　366百万円増の12,173百万円に止まり、借入金比率は16.2％と対前年比では0.9%改善

　　　　　しました。

　　　（３）自己資本は、前年同期比では純利益増加に伴う利益剰余金の増加や、株価上昇による

　　　　　その他有価証券評価差額金の増加により、全体では4,985百万円増加の33,640百万円

　　　　　となりました。

　　　（４）以上の結果、当第2四半期末の自己資本比率は総資産が増加しましたが、前年比3.4％

　　　　　向上して44.8%となり、１株当たり純資産は前年比197.53円増加して1,332.57円となりま

　　　　　した。

４．通期の見込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　（１）受注高・売上高の通期見込みは、当中間期までは概ね計画通り推移しており、通期の

　　　　　見込みは達成可能と考えており、年初計画と変更はありません。

　　　（２）営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益の通期見込みについては、工

　　　　　事利益率が年初計画より改善すると思われますので、営業利益を2,700百万円、経常利益

　　　　　を2,800百万円、親会社株主に帰属する当期純利益を1,700百万円とそれぞれ期末予想を

　　　　　修正いたしました。

　　　（３）配当については、今年度も安定収益の確保を見込むことができ、十分な配当原資もありま

　　　　　すので、計画通り中間・期末の合計で11円配当を継続する予定です。

以上

27/3期

実績 当初 今回 増減

受注高 79,643 81,000 81,000 -

売上高 86,044 88,000 88,000 -

営業利益 3,632 2,400 2,700 300

経常利益 3,808 2,500 2,800 300

親会社株主に帰属
する当期純利益

2,413 1,500 1,700 200

１株当り配当金 5.5＋5.5円 5.5＋5.5円 5.5＋5.5円 -

28/3期見通し

26/9 27/3 27/9 年間増減

69,241 73,037 75,046 5,805

11,807 6,422 12,173 366

28,655 34,033 33,640 4,985

17.1 8.8 16.2 △0.9

41.4 46.6 44.8 3.4

1,135.04 1,348.11 1,332.57 197.53

自己資本（百万円）

借入金比率（％）

自己資本比率(％)

１株当たり純資産（円）

総資産（百万円）

有利子負債（百万円）
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